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平成 19 年度 秋期 上級システムアドミニストレータ試験 解答例 

 

午後Ⅰ試験 

問１ 

出題趣旨 
 上級システムアドミニストレータには，各種入手可能なデータを分析し，情報として活用することで，顧客

志向の改善策を立案する能力が求められる。また，データを蓄積し，分析することによって，企業の意思決定

に活用できる能力が求められる。 
 本問では，資格取得のための通信教育を題材にして，受講生のデータを活用して，サービス向上や，通信教

育の質の向上を図るために必要な改善策の立案能力を問う。併せて，インターネットを活用した施策の検討能

力も問う。 

 

設問 解答例・解答の要点 備考 

設問１ ・質問データベースの内容を整理した FAQ 
・質問データベースに対する検索機能 

 

設問２ (1) 機能 学習計画のシミュレーション機能  

  情報 ① 
   ② 
   ③ 

・資格試験の受験日 
・標準学習時間 
・学習に割ける時間 
・在籍期間 

 

 (2) 単元学習終了予定日を過ぎても，理解度確認テストを実施していない受講生  

設問３ 間違えた問題の解答と解説が確認でき，復習が行えて，弱点強化が可能なテス

ト 
 

設問４ ①  

 ② 
・資格に関連する法規制の改定が多く，頻繁に教材の改訂が必要な講座の

教材 
・理解度確認テスト実施前に行う復習用にポイントを絞った教材 

 

 

問２ 

出題趣旨 
 現代のビジネスは多くの場合，複数の企業の連携によって成り立っており，全体をシステムとして最適化す

ることが重要である。典型的な例がサプライチェーンマネジメントであり，その実現には IT の活用が必須で
ある。このとき，上級システムアドミニストレータには，関連する他社も含めたビジネスシステムを適切に把

握し，全体最適の方策を検討する能力が求められる。 
 本問では，レストランチェーンにおける取引先との連携による在庫削減を題材に，企業間連携の改善策や IT
活用策の立案能力を問う。 

 

設問 解答例・解答の要点 備考 

設問１ ①  

 ②  

 ③ 

・曜日 
・天候 
・店舗ごとの売行き  

設問２ 提供すべき

データ 

・食材ごとの各物流センタとその配送先店舗の合計在庫量 
・各物流センタの担当地区ごとの食材別の消費量 
・食材ごとの各物流センタからの次回発注予測数量 

 

 行うべき 

事項 

・次回発注時の A社からの発注量を予測して生産量を調整する。 
・適正な在庫量と生産コストを安くできる生産量を算出する。 
・次回発注予測数量に基づき生産量を調整する。 

 

設問３ 提供すべき

情報 
・新メニュー用食材及び新メニューで影響を受ける食材の地区別

使用量予測 
 

 実現できる

事項 
・物流センタ間の食材の移動コストの削減 
・物流センタ間の食材の移動回数の削減 

 

設問４ データ ・生鮮野菜の出荷可能数量  

 利用目的 ・生鮮野菜の発注先や発注量の決定を迅速に行うため  
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問３ 

出題趣旨 
 企業活動の効率向上を目的として，部門ごとの個別の業務を，システムを利用して全社で統合することがあ

る。この場合，システムの導入段階で，業務ルールやプロセスの標準化を行うとともに，業務に対するシステ

ムの支援機能の整理が必要となる。さらに，プロセスを効率よく運用するために，関係者を巻き込んで解決策

を立案したり，システムで収集したデータを分析し，改善のためにフィードバックしたりする必要がある。 
 本問では，通信ネットワーク技術の進歩で，大容量の画像ファイルを伝送して雑誌の編集が可能になった編

集所の業務プロセスの改善を例に，上級システムアドミニストレータとしての，問題分析能力，解決策立案能

力を問う。併せて，改善効果を継続させるための情報分析能力を問う。 

 

設問 解答例・解答の要点 備考 

設問１ (1) ①  

  ② 
・全作業者の専門分野と，そのスキルレベル 
・細かな要求をする求人顧客と，その求人顧客を担当する作業者  

 (2) ①  

  ② 
・作業途中の原稿のネーミングルールや保管場所の統一 
・細かな要求をする求人顧客以外の，分業する作業範囲 
・作業管理システムに作業報告を入力する基準 
・複数の作業を担当した作業者の作業報告を個々に入力する基準 

 

設問２ ・X社全体で受付担当・作業者が削減できる。 
・繁忙期の編集所間での応援作業が不要になる。 

 

設問３ ・求人顧客からの修正依頼を DTPシステムに入力してもらう。 
・締切の実態を分析し，遅延が発生するような求人顧客の締切日を早める。 

 

設問４ ・専門分野ごとの作業者数と，必要な人数を対比し，双方のバランスを調整す

る。 
・専門分野ごとの作業者比率と，必要な人数比率を対比し，双方のバランスを

調整する。 
・実作業と作業者のスキルのバランスを分析し，最適な人数比率に是正する。 
・定期的に作業実績データを分析し，作業のボトルネックを発見する。 

 

 

問４ 

出題趣旨 
 上級システムアドミニストレータには，自社の強み・弱みを理解した上で，競合他社との競争環境を正しく

把握し，収益率を向上させるような適切な施策を立案する能力が求められる。 
 本問では，自動車販売会社のアフターサービスにおける顧客情報活用を主題として，上級システムアドミニ

ストレータとしての顧客管理に関する業務知識と，業務プロセスと情報システムの両面からの対応を考慮した

システム改善における対応策の立案能力と検証能力を問う。 

 

設問 解答例・解答の要点 備考 

設問１ (1) ・確認チェックリストを作成し，既存顧客への確認の漏れをなくす。 
・車検や定期点検の予約をしていない既存顧客の一覧表を作成し，確認を促

す。 

 

 (2) ・消耗品の販売実績情報から，次の交換予定時期に合わせて案内を送付する。 
・家族情報から，家族構成に合った新車の案内を送付する。 
・カーライフスタイルに合った商品の案内を送付する。 

 

設問２ (1) 整備記録情報の備考欄の入力に用いるキーワードやその登録形式  

 (2) ・同じような内容を事例として整理し，カテゴリごとに検索できる機能 
・関連するキーワードも含めて事例を抽出できるあいまい検索機能 

 

設問３ ・新車へ買い換えた既存顧客とアフターセールス利用回数との相関関係 
・新車へ買い換えた既存顧客とそれまでに来店した回数との相関関係 

 

 

 

 


